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Long-duration gamma-ray burst (GRB)は大質量星の爆発に起因しており、星形成活動と密接に関連している
と考えられている。GRBは非常に明るく、遠方 (z > 6) でも観測可能なため、遠方宇宙の星形成活動を探る新た
なツールとして期待されている。しかし、GRBがバイアスの無い星形成トレーサーとして使えるかどうかは見
解が分かれている。GRBと星形成との関係を明らかにするためには、母銀河の詳細な観測が重要である。GRB
母銀河における分子ガスの性質を探るため、これまで 7つの母銀河においてCO 輝線観測が行われており、GRB
母銀河は一般的な星形成銀河に比べて星形成効率 (星形成率/分子ガス質量) が高く、gas depletion timescaleが
短いという報告がなされていた。しかしサンプル数は少なく、さらなる観測が必須である。
我々は、ALMA (cycle 3) を用いて新たに 10個の母銀河 (z = 0.1–2.5) の CO輝線観測を行った。サンプル数

はこれまでの CO輝線観測の中で最大で、過去に観測された母銀河の総数を上回る。観測の結果、6個の母銀河
(z = 1–2) でCO輝線を検出することに成功した。分子ガス質量は (5–90)× 109 M⊙である (Galactic conversion
factorを仮定)。これらの母銀河の星形成効率や gas depletion timescaleは、z ∼ 1–2の一般的な星形成銀河と矛
盾しない値であることが分かった。これは、過去のGRB母銀河における CO輝線観測結果とは異なる結果であ
る。今回の結果は、GRBが分子ガスの観点で一般的な星形成銀河で発生することを示し、GRBが星形成活動の
バイアスの無いトレーサーとなり得ることを示唆する。


